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（門桁沢 山腹工0.17ha）

露　岩　地

山腹･渓岸荒廃等

凡　　　例
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(枠内:吹付工(特殊配合モルタル)

(平均勾配:43度)

山腹平面測量:0.17ha(1,737m2)BM.1 EL=756.55m

NO.4

NO.3

R.1
R.2

L.1
L.2

L.3

(枠内:吹付工(モルタル)
R.3

隣接
崩壊
地

NO.1土留工
（コンクリート）

K.1

林
道
の
り
面

林道
のり
面

BP-1

BP-2

BP-3

BP-4

H.1

H.2

H.3

H.4

H.5

H.6H.7

H.8

H.9

H.10
H.11 H.12

TP.6
HBP

J.1
J.2
J.3

J.4

J.5
J.6
J.7

H.13

隣接崩壊地
(平面積642m2)
(平均勾配:48度)

資材置場

既設ブロック積擁壁(林道施設)

S.9

4

門
桁
(都
沢
)林
道

門
桁
沢
→

S.10

り 小班

358林班

縮　尺図面番号

図 面 名

1:1,000

仮　施　設　計　画　図(1案)

吹付ホース

仮施設(作業歩道)

資材置場､回転場等
吹付機､ウインチ等

作業歩道起点
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チ
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平　面　図
S = 1 : 1,000

傾斜延長

175ｍ

備　　考区 間 別 水平距離

70ｍ

高低差

◎1号崩壊地：作業歩道仮施設：最大斜延長175ｍ

※作業歩道仮施設内訳

資材等の搬入は、門桁(都沢)林道脇から作業歩道を設置して、人肩で運搬する。

1.運搬工

1号崩壊地の吹付は、門桁(都沢)林道上に吹付機械等を設置し、

◎1号崩壊地：ホース最大延長(斜距離)：110ｍ（直高：60ｍ）

2.吹付工

吹付ホースにより施工を行う。

作業歩道 160ｍ 1号崩壊地上部終点

簡易吹付のり枠工

簡易吹付のり枠工

作業歩道 SL=175m


